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［問
もんだい
題　ぶどうの名

なまえ
前］

　稲
いなぎ

城でたくさん作
つく

られていることで有
ゆうめい

名なぶどうの名
なまえ

前は、次
つぎ

のうち

どれでしょうか。

　　（1）稲
いなぎ

城ぶどう

　　（2）高
たかお

尾ぶどう

　　（3）多
た ま が わ

摩川ぶどう

せつめい

　梨
なし

とならんで稲
い な ぎ し

城市を代
だいひょう

表するフルーツ「高
たかお

尾ぶどう」は、立
たちかわし

川市にある

農
のうぎょうしけんじょう

業 試 験 場（いまは農
のうりんそうごうけんきゅう

林総合研究センターという名
なまえ

前）で生
う

まれました。

　実
み

のつぶが大
おお

きくてあま

みが強
つよ

く、タネがなくて皮
かわ

ごと食
た

べられる高
たかお

尾ぶど

う。稲
い な ぎ し

城市内
ない

では 50 けん

ほどの農
のうか

家さんが心
こころ

をこめ

て作
つく

っています。

　8 月
がつ

下
げ

じゅんごろから

直
ちょくばいじょ

売 所などにならびます

ので味
あじ

わってみてください

ね。　　　　　こたえ（2）
6月
がつ
上
じょう
じゅんごろの

高
たかお
尾ぶどう

8月
がつ
中
ちゅう
じゅんごろの

高
たかお
尾ぶどう

巨
きょほう

峰というしゅるいのぶどうをかいりょうして作
つく

ら

れたものです。

　東
とうきょう

京生
う

まれのぶどうということで、東
とうきょう

京を代
だいひょう

表

する高
たかお

尾山から名
なまえ

前をとって「高
たかお

尾ぶどう」と名
な

づ

けられました。
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せつめい

　写
しゃしん

真（1）はカシワバアジサイ、写
しゃしん

真（2）は藤
ふじ

の花
はな

、写
しゃしん

真（3）が高
たかお

尾ぶ

どうの花
はな

です。

　ぶどうの花
はな

には花
はな

びらがなく、実
み

のつぶにかぶさった赤
あか

むらさき色
いろ

の帽
ぼうし

子

のようなものの下
した

にはメシベがあります。

　はじめ、ぶどうのふさには 150 ～ 200 つぶの実
み

ができます。それを、農
のう

家
か

さんが 50 つぶくらいまでに間
ま び

引いて（へらして）、一
ひと

つぶ一
ひと

つぶの実
み

が

［問
もんだい
題　高

たかお
尾ぶどうの花

はな
］

　次
つぎ

にしめした写
しゃしん

真（1）～（3）のうち、高
たかお

尾ぶどうの花
はな

はどれでしょうか。

（1） （2） （3）

大
おお

きくあまくなるようにします（これ

を摘
てきか

果といいます）。

　また、お客
きゃく

さんが見
み

たときのスタイ

ルが良
よ

くなるように、ぶどうのふさの

上
うえ

の方
ほう

は実
み

を多
おお

めに、下
した

の方
ほう

は少
すくな

なめ

にして、▼の形
かたち

のようにととのえてい

きます。

　ぶどうの花
はな

は 5 月
がつ

下
げ

じゅんごろに

さきます。来
らいねん

年は見
み

つけてみてくださ

いね。

こたえ（3） 高
たかお
尾ぶどうの花

はな
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［問
もんだい
題　言

い
いかえ言

ことば
葉］

　「有
あ

りの実
み

」という言
ことば

葉は、あるフルーツのことをさしています。そ

のフルーツとは、次
つぎ

の（1）～（3）のうち、どれでしょうか。

　　（1）ぶどう

　　（2）梨
なし

　　（3）スイカ

せつめい

　梨
なし

という言
ことば

葉は「無
な

し」（ものごとがないこと）を思
おも

わせるので、えん起
ぎ

が悪
わる

い（なにか良
よ

くないことが起
お

きそう）ということで、「梨
なし

」を「有
あ

り」

と言
い

いかえたのが「有
あ

りの実」です。

　このように言
い

いかえられた言
ことば

葉には、次
つぎ

のようなものがあります。

　おから　→　うの花
はな

　おとうふを作
つく

るときに、大
だいず

豆から豆
とう

にゅう

をしぼった後
あと

の、のこりかすが「おから」で

す。おからが空
から

っぽを思
おも

わせることから、お

からのように白
しろ

いウツギの花
はな

にたとえて、「う

の花
はな

」と言
い

うようになりました。

　スルメイカ　→　あたりめ

　大
おとな

人の人
ひと

がおつまみなどで食
た

べる「あたり

め」は、スルメイカをほしたものです。スル

メイカの「スル」が、ギャンブルなどでお金
かね

をそんすることを思
おも

わせることから、「当
あ

た

り」に言
い

いかえて「あたりめ」と言
い

うように

なりました。

こたえ（2）

おから（左
ひだり
）と大

だいず
豆

あたりめ
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［問
もんだい
題　オレンジ色

いろ
のなぞ］

　梨
なしえん

園では、写
しゃしん

真にしめすように、梨
なし

のえだの近
ちか

くにオレンジ色
いろ

のひも

のようなものがぶら下
さが

がっているのが見
み

られます。これは何
なに

をするもの

でしょうか。

（1）梨
なし

をがい虫
ちゅう

から守
まも

る

（2）ここに大
おお

きな梨
なし

がある

　　という目
め

じるし

（3）夜
よる

になると光
ひか

る

梨をがい虫からまもる
コンフューザー

せつめい

　わたしたちが食
た

べておいしい梨
なし

は、

虫
むし

にとってもおいしいのでしょう。で

も、梨
なし

の実
み

や葉
は

っぱが虫
むし

にくわれてし

まうと、農
のうか

家さんはお客
きゃく

さんに梨
なし

を売
う

ることができなくなってしまいます。

　そこで使
つか

われるのが、「コンフュー

ザー」という、薬
くすり

のようなものです。

梨
なし

の実
み

や葉
は

を食
た

べるコンクイムシとい

うがい虫
ちゅう

にはたらきかけて、たまごを

生
う

んだり数
かず

がふえるのをふせぐこうか

があります。また、このことで、農
のうやく

薬

をへらせるこうかもあります。

　このようにして、安
あんぜん

全で安
あんしん

心な作
さくもつ

物

をみなさんにとどけるために、農
のうか

家さ

んはくふうしているんですね。

こたえ（1）
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［問
もんだい
題　稲

いなぎ
城のまちの発

はっ
てん］

　次
つぎ

の表
ひょう

は、稲
いなぎむら

城村がたん生
じょう

してから、町
まち

、市
し

へと発
はっ

てんしていったよ

うすをしめしたものです。表
ひょう

の（　　）の中
なか

に、①～⑥の言
ことば

葉と数
すうじ

字を

入
い

れましょう。

　　① 10145　② 36800　③ 3750　④市　⑤村　⑥町

せつめい

　こたえは、次のとおりです。

年
ねん

稲
いなぎ

城の出
で き ご と

来事

1889 年
ねん

（明
めいじ

治 22 年
ねん

）

矢
や の く ち

野口、東
ひがしながぬま

長沼、大
おおまる

丸、百
もむら

村、坂
さかはま

浜、平
ひらお

尾の 6 つの

村
むら

が一
ひと

つになって、稲
いなぎ

城（　　　）がたん生
じょう

した。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（　　　）人
にん

だった。
1957 年

ねん

（昭
しょうわ

和 32 年
ねん

）
稲
いなぎ

城（　　　）となる。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（　　　）人
にん

だった。
1971 年

ねん

（昭
しょうわ

和 46 年
ねん

）
稲
いなぎ

城（　　　）となる。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（　　　）人
にん

だった。

稲
いなぎし
城市は、来

らいねん
年 2021年

ねん
に、

市
し
になって 50しゅう年

ねん
をむかえます。

年
ねん

稲
いなぎ

城の出
で き ご と

来事

1889（明
めいじ

治 22）年
ねん 稲

いなぎ
城（⑤村）がたん生した。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（③3750）人
にん

だった。

1957（昭
しょうわ

和 32）年
ねん 稲

いなぎ
城（⑥町）となる。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（①10145）人
にん

だった。

1971（昭
しょうわ

和 46）年
ねん 稲

いなぎ
城（④市）となる。

当
とうじ

時の人
じんこう

口は（②36800）人
にん

だった。

に、
をむかえます。

だった。

だった。
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［問
もんだい
題　南

みなみたまえき
多摩駅のれきし］

　稲
いなぎ

城に南
なんぶせん

武線が開
かいつう

通したころ、南
みなみたまえき

多摩駅は何
なん

という名
なまえ

前だったでしょ

うか。

　　（1）大丸駅（おおまるえき）

　　（2）南多摩停車場（みなみたまていしゃじょう）

　　（3）大丸停留所（おおまるていりゅうじょ）

せつめい

　今
いま

の J
じぇいあーる なんぶせん

R 南 武 線は、開
かいつう

通したころは南
なんぶてつどう

武鉄道という名
なまえ

前でした。

　南
なんぶてつどう

武鉄道は、1927（昭
しょうわ

和 2）年
ねん

3 月
がつ

に川
かわさき

崎と登
のぼりと

戸の間
あいだ

で開
かいつう

通し、同
おな

じ

1927 年
ねん

の 11 月
がつ

に登
のぼりと

戸と大
おおまる

丸の間
あいだ

が開
かいつう

通しました。

　当
とうじ

時、稲
いなぎながぬま

城長沼駅
えき

は「稲
いなぎながぬま

城長沼停
ていしゃじょう

車 場」、矢
や の く ち

野口駅
えき

は「矢
や の く ち

野口停
ていりゅうじょ

留 所」、

南
みなみたま

多摩駅
えき

は「大
おおまる

丸停
ていりゅうじょ

留 所」という名
なまえ

前でした。

　そのころ、電
でんしゃ

車の本
ほんすう

数は 1 時
じかん

間に 1 本
ほん

で、田
た

んぼや畑
はたけ

が広
ひろ

がる中
なか

を 1 りょ

うへんせいの電
でんしゃ

車が走
はし

っていました。

　立
たちかわ

川から川
かわさき

崎まで全
ぜんせん

線が開
かいつう

通したのは、2 年
ねん

後
ご

の 1929（昭
しょうわ

和 4）年
ねん

でした。

こたえ（3）

1948（昭
しょうわ
和 23）年

ねん
ころの南

みなみたまえき
多摩駅と南

なんぶせん
武線の電

でんしゃ
車

（出典：稲城市教育委員会「写真で見る稲城今昔」、写真撮影：浜田英夫氏）
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せつめい

　写
しゃしん

真の輪
わ

は「茅
ち

の輪
わ

」といい、かやという

植
しょくぶつ

物をより合
あ

わせて円
えん

の形
かたち

にしたものです。

　神
じんじゃ

社では、6 月
がつ

30 日
にち

と 12 月
がつ

31 日
にち

に「大
おおはら

祓

い式
しき

」が行
おこな

われます。そのうち、茅
ち

の輪
わ

は 6

月
がつ

に行
おこな

われる「夏
な ご

越しの祓
はら

い」で使
つか

われます。

　大
おおはら

祓い式
しき

は、半
はんとしかん

年間に心
こころ

と身
からだ

体についてし

まった穢
けが

れ（病
やま

いやケガ、すきな人
ひと

とけんかす

るなど、不
ふこう

幸のもとになるもの）をきよめ（追
お

いはらい）、次
つぎ

の半
はんとしかん

年間も元
げんき

気に明
あか

るくくらせ

るように、いのるぎしきです。

　式
しき

にさんかした人
ひと

は、はじめに茅
ち

の輪
わ

を∞の

字
じ

のように 3 回
かい

くぐります。また、神
かんぬし

主さん

に穢
けが

れをお祓
はら

いしていただき、人
ひとがた

形に切
き

った紙
かみ

に自
じぶん

分や家
かぞく

族の名
なまえ

前を書
か

いて息
いき

をふきかけ、火
ひ

にくべてもやして神
かみさま

様におねがいします。

こたえ（3）

［問
もんだい
題　大

おお
きな輪

わ
の正
しょうたい
体］

　矢
や の く ち

野口にある穴
あなざわてんじんしゃ

澤天神社には、6 月
がつ

下
げ

じゅんになると写
しゃしん

真にしめすよ

うな大
おお

きな輪
わ

がおかれます。この輪
わ

を使
つか

って昔
むかし

から行
おこな

われている行
ぎょうじ

事は、

次
つぎ

のうちどれでしょう。

　　（1）節分祭（せつぶんさい）

　　（2）例大祭（れいたいさい）

　　（3）大祓い式（おおはらいしき）

茅
ち
の輪

わ
を 3回

かい
くぐります

元
げんき
気にくらせるよう
おいのりします

神
かんぬし
主さんのお祓

はら
い


